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微生物による多糖類の生産について

I.多糖類生産菌の分離

奥  田  慎  一 *

On the Production ofふ/1icrobial Polysaccharide

I.  Isolation of Polysaccharide― producing

山笙icroorganisms

‐        Shin― ichi Okuda

Abstract

In order tO study on■ licrobial lipase,we have isolated lipase― producing nュ icrOOrganisms

froni the Sendai district of Japan,and also from Thailand  Although lipase activities of the

culture supernatants frOnl these isolates、 vere very loML some of the supernatants、 、ere very

viscous,  The viscous supernatants were obtained only frOm cultures isolated frOm Thailand,

nOt from the Sendai district_  In the preliminary experiments,polysaccrarides ttrere detected in

the viscous supernatants,even though some of the isolates、、アere contaHュ inated and nOt isolated

as the pure cultures

lt was reported here that 51 strains were re― isolated fron1 2 stratins rnentioned above、 vhich

gave viscous culture nuids, and tested for the production Of polysaccharide  TMァ o strains

designated as H7-41 and H7-42 out of 51 strains produced relativery high amounts of polysac‐

charide,and the apphcation of Hlicrobial polysaccharide、、アas discussed

`ま

 じ め に

微生物をはじめとして動物および植物にはデ

ンプンやグリコーゲンなどの貯蔵多糖または栄

養多糖,セルロースやキチンなどの構造多糖,ヘ

パ リンや血液型物質などの機含Z性多糖が知られ

ている。

また,セルロースは高等植物の細胞壁の主要

成分で細胞壁のおよそ半分を占めている。セル

ロースは地球上で年間約 100億 トン生産される

といわれており,バイオマスの観点からきわめ

て重要な多糖である。

多糖は起源による分類のほか,組成の違いに

より単純多糖 と複合多糖に分けられる。単純多

糖は加水分解によりただ 1種類の単糖またはそ
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の誘導体 を生ずるもので,デンプン,グ リコー

ゲン,セルロースなどのグルカン,イ ヌリンや

レバンのフルクタン,ガラクタン,マ ンナン,ペ

ントザン,ペクチン酸やアルギン酸などのグリ

コロナン,キ チンなどのポリグリコサ ミンが知

られている。一方,複合多糖には陸上植物で認

められるヘ ミセルロース,ペクチン質,植物ゴ

ム,植物粘質物,海藻に認められる寒天,カ ラ

ギナン,フ コダイン,動物の結合組織に広 く分

布するヒアルロン酸やコンドロイチン硫酸など

のムコ多糖,ペプチ ドグリカンやタイコ酸,あ

るいはリポ多糖などの細菌多糖,さ らに糖タン

パク質などが知 られている。

細菌に由来する多糖のうちでもいわゆる菌体

外多糖は主 として医薬あるいは食品関連の分野

に利用されてきた。 ところが最近になってバク

テ リアセル ロースに関す る研究が進 め られ ,
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